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 まずはシャボン玉遊びの体験から授業は始まり、その後は 6 段階に分けて授業（各 40 分）
を構成していく。下記がその手順である。 










【第 3 幕】（40 分） 描画材：コンテ 
 左手にコップをもち観察しながら描くよう指導する。その際、描く場所の指定はしな
い。その後、裸の部分と服を着た部分を意識させながら、肘、肩、背中などを描かせる。 
【第 4 幕】（40 分） 描画材：水彩絵具 
 赤、青、黄、白の 4 色をパレットの指定した場所へ出す。パレットの指定した場所に
指定した色をつくって、唇、ほっぺたの順に着彩する。そこまで制作が進めば、残りは
自由に着彩することを指導する。 
【第５幕】（40 分） 描画材：コンテ 
 ここで、画用紙の空きスペースに第 1 幕から第 3 幕までの順番と同じようにもう１人
描き足すことを指示する。 
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月 13 日（金）に筆者が主宰する絵画造形教室において、5 歳児 1 名、小学２年生 1 名、小学 3





































実践日時：2015 年 10 月 29 日（木） 2 校時（9：35〜10：20）・3 校時（10：45〜11：30） 
対象学年：1 年生（15 名 男子 10 名・女子 5 名） 
指導教諭：1 年担任 川越ちづる ・ 補助 安本剛（5 年担任） 
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 低学年が対象で、生徒数が 15 名と少ないこともあり、比較的簡単にシャボン玉が出来る針
金のポイを 6 ヶ所、巨大なシャボン玉ができる棒の先にロープがついたポイを 3 ヶ所、校庭中
央付近に合計 9 ヶ所配置した。 
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3-1-3 第２部 巨大シャボン玉を描こう 
 
桃山学院教育大学研究紀要 第 2 号 2020 年 











- 120 - 
 
3−1−4 まとめと考察 
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れている共通事項「（1）「A 表現」及び「B 鑑賞」の指導を通して、次の事項を指導する。 ア 
自分の感覚や活動を通して、形や色などを捉えること。 イ 形や色などを基に、自分のイメ
ージをもつこと 3」。」をプログラムの主幹として、2 限目の第 1 部では、〈造形行為〉を主体



















































1)呉善花 『日本の曖昧力』 江口克彦 PHP 研究所 （2009） pp.14-15 
2)酒井臣吾 『酒井式描画指導法入門』 藤原久雄 明治図書 （1989） pp.46-54 
3)文部科学省 『小学校学習指導要領解説 図画工作編』 日本文教出版 （2008） p.29 
4)宮城県美術館 『生誕 100 年 彫刻家・佐藤忠良展』 木下健太郎 美術出版 （2012） pp. 
216-219 
桃山学院教育大学研究紀要 第 2 号 2020 年 




赤瀬川原平 『超芸術トマソン』 関根栄郷 筑摩書房 （1987） pp.25-28 
江夏幾太郎 『人事評価の「曖昧」と「納得」』 溝口明秀 NHK 出版 （2014） pp.12-13 
文部科学省 『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編』 日本文教出版 
（2018） pp.53-57 







- 124 - 
 
The instructional material study which brings the sensitivity  
of the elementary arts and crafts up: 
A consideration for the class composition and the ambiguous evaluation. 
 
 
FUJIWARA Masaki (CARRY ART STUDIO) 
 
In the process of growing up, which is depending on the circumstances, each child has an interest 
in direction, expertise, etc., and forms an individual. In recent years, the evolution of information 
processing is remarkable. Even in the class progression of the drawing work, it’s been often 
systematized with using Sakai-type drawing guidance method or some craft kits. This way has 
been more and more making us wondering that children can work for producing with having a 
materialistic points of view, confronting with the material as modeling play, and thinking flexibly. 
In such a circumstance, can we really cultivate the sensitivity which need to live as a human 
being? Based on the practice of lower-grade lessons, we consider a research liking to evaluation 
by making children’s sensitivity high with awareness for characteristics of children from teachers. 
 
 
 
